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新羅之記録

正保御国絵図

松前藩と蝦夷地
新羅之記録
　日本が北方領土や千島列島のことを知ったのは、江戸

時代の初め頃と言われています。松前藩の「新羅之記録」

には、1615年（元和元年）にメナシ地方（道東の羅臼町、

標津町周辺）に住んでいたアイヌの人たちが、ラッコの皮

を松前藩主に貢物として贈ったことが記されています。

北方領土の歴史

日ᧄࠅࠃࠕࠪࡠߪᣧޔߊ

北方྾ፉߩሽを

⍮ߞてたんだぜ！

正保御国絵図
　1644年（正保元年）に江戸幕府は「正保

御国絵図」を作成するため、諸藩に命じて

国絵図を提出させました。松前藩の地図に

は、「クナシリ（国後）」、「エトホロ（択捉）」

など多くの島々が描かれています。

しょう ほう お くに え ず

しん ら の き ろく
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写真提供：北海道大学附属図書館
近藤重蔵が作成した蝦夷地図

最上徳内 近藤重蔵 高田屋嘉兵衛

北方領土の開拓
ロシアの南進と日本の北方領土開拓
　１８世紀になるとロシアは活発に南下し、千島列島に現れ

て我が国と接触するようになりました。この動きを知った江

戸幕府は、1785年（天明5年）に本格的に北方領土と

千島列島の調査・開拓に乗り出し、最上徳内を派遣しました。

　その後、江戸幕府は国防上、近藤重蔵を国後島、択捉島に

派遣し実地調査を行わせ、近藤重蔵は「大日本恵登呂府」の

標柱を建てました。また、商人の高田屋嘉兵衛は国後島と

択捉島間の航路を開拓しました。

北方領土の歴史

北方領土ߪ

日ᧄੱが

㐿ᜏしたんだぜ！
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くな しり とう

えと ろふ とう
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大日本恵登呂府の標柱
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日魯通好条約

日魯通好条約に基づく国境線

日魯通好条約
　ロシアの南下政策が強められる中、

両国は国境を決めるための話し合いを

行い、1855 年（安政元年）2月 7日に

下田市（静岡県）で「日魯通好条約」を結

びました。

　この条約によって、両国の国境は当時

自然に成立していた択捉島とウルップ島

の間に引かれ、択捉島、国後島、色丹島、

歯舞群島の北方四島は日本の領土と

なりました。

　樺太については両国の混住の地と

なりました。

北方領土の歴史

自然に成立していた国境を

ロシアとの話し合いで

決めたんだぜ！

にち

えと ろふ とう

えと くな しり とう しこ たん
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とうろふ とう

ろ つう こう
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樺太千島交換条約

樺太千島交換条約に基づく国境線

資料提供：国立公文書館

樺太千島交換条約
北方領土の歴史

北方領土ߪජፉፉ

てࠇߐ⏕にߣ

ޕんだࠆ

だࠄ߆北方領土ߪ

日ᧄߩፉߥんだぜ！

　「日魯通好条約」で両国の混住の地とされた樺太で

は、日本人とロシア人との紛争が絶えなかったため、

1875 年（明治 8年）、両国は「樺太千島交換条約」を

結びました。

　この条約によって、我が国は千島列島をロシアから

譲り受けるかわりにロシアに対して樺太全島を放棄し

ました。この条約では、日本がロシアから譲り受ける

千島列島の島として「シュムシュ島からウルップ島ま

での18の島々」の名前を列挙しています。択捉島、

国後島、色丹島及び歯舞群島は千島列島とは明確に

区別されています。

にち ろ つう こう

から ふと

えと ろふ とう

くな しり とう しこ たん とう はぼ まい ぐん とう

ち しま こう かん
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歯舞群島・志発島　缶詰工場色丹島　捕鯨場
写真提供（4 枚）：公益社団法人千島歯舞諸島居住者連盟

戦前の北方領土の暮らし
北方領土の歴史

⼾ንߥ᳓↥⾗Ḯが

྾ፉߩࠄしを

ᡰ߃てたんだぜ！

　戦前、択捉島に3村（留別村、紗那村、蘂取村）、

国後島に2村（泊村、留夜別村）、色丹島に1村

（色丹村）があり、歯舞群島は根室に本村を有し

ている歯舞村の離島でした。北方四島は豊かな

水産資源に恵まれており、日本人は漁業や水産

加工業を中心に暮らしていました。

しこ はぼまいぐんとう し ぼつとうたんとう

国後島　小学校
くなしりとう

択捉島　紗那の家並
えとろふとう しゃ な

しこ たん とう

しこ たん

とまり べつる や

えと ろふ とう る べつ しゃ な しべ とろ

はぼ まい

はぼ まい

ぐん とう

くな しり とう
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北方四島からの引き揚げ
北方領土の歴史

　北方四島に暮らしていた日本人は、恐怖と

不安から危険を冒して各島から脱出しまし

た。四島に留まった人々も強制的に四島を

追われ、 1947年（昭和22年）から1948年

（昭和23年）にかけて樺太経由で大変な苦

労をしながら日本本土に引き揚げさせられ

ました。

　現在、北方四島には日本人は一人も住んでいません。

脱出した元島民の遭難を目撃した人の証言
　昭和20年10月28日に国後島から脱出した30名あまりを乗せた船が、大シケのために目

的地の根室港を目前にして転覆してしまいました。その光景たるや誠に悲惨なものでした。

択捉島から引き揚げさせられた元島民の証言
　私たちは船の一番下のハッチに押し込められたために、3人が死亡しました。船が出港し

何日か経った頃、 誰かの「小樽の燈台が見えるぞ！」と言う声で起きました。結局のところ、

ソ連にだまされたのです。船は樺太に着きました。

えと ろふ とう

くな しり とう

ふるさとの北方領土を

追われた日本人が

いるんだぜ。

強制送還される元島民




